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あらまし： そもそも自然言語の語嚢は、人聞が世界を表現・記述するために必要に応じ

て倉1随するものであり、いわば“開いた集合”である。従って、新しい単語が倉l臆される

度毎に、辞書に登録する必要があるが、これを機械により支援するシステムはまだない。

本稿では、真に実用的な自然言語処理技術の実現に寄与するとともに、言語学・辞書学等

の人文科学の研究にも役立つことを意図して構築中の、単語辞書と統語規則とを用いてべ

た書き日本語文から未知語を抽出するとともに、新たに得られた単語を新語として単語辞

書に自動的に登録することのできる未知語獲得システムについて述べる。また、本システ

ム構築のために補助的に作成したユーティリティの概略についても述べる。

Suuary: Vocabulary of a language is in general an ”open set，” for human 

creatively to express and describe the world. This fact forces natural language 

systems to have an ability to provide new words (henceforth: unknown words) with 
the system dictionary when they are found. But no natural language systems can 

still support automatic word registration to the system dictionary. In this 

paper, automatic word knowledge acquisition sysytem. which both aims at 
realizing apractically useful natural language processing system, and also sup-

ports wide areas of studies on the Humanities. e.g. linguistics and lexi-

cology, is presented as well as auxiliary utilities for implementing the system. 
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1.旦主坐ι
自然言語は、人間相互の意思疎通のための手段で

あるとともに、人間が自己の内外に生起する様々な

事象を認識・記述し、さらにそれらを素材として知

識を形成・蓄積し、かっ、思考を巡らせるための媒

体である［l］。これゆえに自然言苦の詮震は特に、社

会や時代の進展・変化にともない、必要に応じて創

造され、いわば“開いた集合”となっている。

一方、自然言語を機械により処理する研究は、計

算機の繁明期から積極的に手がけられており、現在

では機械翻訳システムやワード‘プロセッサ等が商品

イじされるに至っているらのの、既存の自然言語処理

システムでは、辞書・文法はいずれも予め限定され

ており、新しい表現、すなわち機械にとっての未知

の表現に対する処理能力を欠いている［2］。

未知語の取扱いに関する研究は従来から部分的に

なされており［3-11］、著者らもこの問題を解決し、

真に実用的な自然言語処理技術を完成させることを

主目的として、未知語処理の研究に早くから従事し

ている［1.3］。本稿ではその内、本格的な自然言語処

理用の辞書データベースのための語嚢知識自動獲得

システム、すなわち、予めシステムに準備された辞

書データをもとに、機械が未知語を検出し、その品

詞等の語霊知識を推定・獲得することのできる未知

語獲得システムについて、その概要と動作例につい

て述べる。

2.未知語の定義・分類と未知語処理の定義

2-1.未知語の定義［3]

人間は、言語を媒体として相互の意思疎通を行う

場合、状況や背景的知識等を適宜利用して、見かけ

上同ーの表現であっても多械な意味を表現・伝達す

ることができるとともに、さらには必要に応じて新

たな単語や表現を創造する。これに対して、その受

信者は、多くの場合何の支障もなく、それらの単語

や表現に担われた発話者の意図する意味を円滑に推

察し理解することができる。人聞がこのようなこと

をなし得るのは、人間が多義的な表現に対して発信

者の意図した意味を推察することができるとともに、

新たに創造された初見の表現に対しでも、ほとんど

の場合その意味を推察することのできる能力を持っ

ているからである。つまり初見〈未知）の単語であ

っても、文字・形態素・造語法・統語情報・談話情

報等の言語的知識や、文脈・背景的知識等の言語外

知識を用いて、初見であることすら気付くことなく

迅速かっ適切にその意味を理解することができる。

人間はこのような優れた能力を持ち合わせているた

めに、 “人間にとっての未知語”という概念は、必

ずしも明確には定義することはできない。

一方、現在の機械は、上述したような高度な処理

能力を持っておらず、一般的には、単語辞書と、単

語の配列を規定する文法規則IC統語規則）とを主た

る知識として言語処理を行っているため、多義的な

表現や新しい創造的な表現は、十分に処理すること

ができない。特に、システムの単語辞書に予め載っ

ていない単語は、システムにとっては未知となる。

本稿ではこのような観点から、 「機械にとっての未

知語」とは未登録単語のことであるとし、以下の議

論ではこの定義によるものとする。

2-2.未知語の種別

未知語には、大きく分けると 3つの種別があり、

本研究ではそれらを第一種の未知語・第二種の未知

語・第三種の未知語と呼ぶこととする。以下にそれ

らの定義と実例とを示す。なお、この定義に関する

詳しい説明は、参考文献［3.12］を参照されたい。ま

た、以下の未知語の実例（下線の付されたもの）は

すべて、広辞苑（第4版・岩波書店〉の主見出しと

して記載されていないものである。

2-2-1.第一種の未覚悟

【第一種の未知語の定義】 単語自体は辞書に登録

されているにもかかわらず、表記が辞書のものと異

なるために、辞書検索に失敗する単語（異表記同義

語〉のこと。

この種の未知語は、日本語における表記の多様性

によるものであり、例えば、単語“慶ぶ”は、広辞

苑（第4版）の主見出しに記載されている表記“喜

ぶ”あるいは“悦ぶ”とは一致しないために、この

辞書をもとにした処理では、未知語（未登録語）扱

いとなる。

第一種の未知語はさらに細かく分類することがで

きる。以下(1）～（5）にその例を示す。

(1）漢字異表記： 異なる漢字で表記されているた

めに生じる未知語。

例：「喜ぶ」と「慶主」

(2）送りがな異表記： 送りがなの付け方の違いに

より生じる未知語。

例：「行う」と「宜主主J
(3）混ぜ書き異表記： 漢字と平仮名等の混ぜ書き

により生じる未知語。

例：「飛び込む」と「丞丘三主」

(4）片仮名異表記： 片仮名表記の異いにより生じ

る未知語。この種類の未知語はさらに3つに分類

できる。

－大小文字異表記： 片仮名大小文字の異いによ

り生じる未知語。

例：「ソフトウェア」と「ソフトウエア」

－長音記号異表記：長音記号により生じる未知語。
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例：「コンビューター」と「コンビュータ」

－外来語異表記：外来語表現の異いにより生じる

未知語。

伊い「バイオリン」と「ヴァイオリン」

(5）記号の異表記： 数字表記や単位表記の異いに

より生じる未知語。

例：「百」と「i立旦」、「 1個」と「 1-2_」

第一種の未知語はこのように、表記におけるゆれ

・慣用的用法・学術（専門）用語の表記規約等に起

因するものの他に、 「みんなでガンパロー！」のよ

うに特定の単語・表現を強調する等の特殊な用法に

起因するものもある［13］。

2-2-2.第二種の未賀語

【第二種の未知語の定義】 単語の各構成要素は辞

書に登録されているが、その単語自体は辞書に登録

されていない単語〈既知語を用いて造語された複合

語）のこと。

第二種の未知語の例としては、以下のようなもの

がある。

例：「債盟主J （情報＋学）

「塾笠珪虫」 （数学＋ 辞典〉

「重量墜」 （再＋試験）

日本語においては、必要に応じてさまざまな複合

単語が日常的に造語され利用されるので、この種の

未知語の処理は重要である［14］。また、第二種の未

知語を機械処理するためにはさらに、いくつかの分

類を行う必要があると考えられる。このような観点

から、例えば以下のような下位分類が得られる。

(1）複合語の単語構成要素中に付属的な形態素があ

るか否かに着目する分類方法。付属的な形態素とは、

その単語構成要素自体は単語としての機能を持たず、

他の単語（名詞等）に付属することにより、正否、

肯否定、是非、程度、性質、状態、範囲、時間、省

略等の意味を表す単語構成要素のことをいう。また、

接頭語・接尾語もこれに含まれるものとする。以下

に例を示す。

例：〈付属的な形態素を含む複合語）

「杢髭且」、 「正社昼」、 「菱重讃」、

「望墜盤J、 「霊壬生」、 「藍室匙」、

「盟企白」、 「盤底自」、 「盆国J、

「処理堕」、 「竺筆」
（注：強調文字部分が付属的な形態素）

例：（独立した単語構成要素のみから成り、

付属的形態素を持たない複合単語）

「証差里型」、 「主量謹盟」、 「墨盤室温」

(2）複合語中の各形態素の意味を合成することによ

り全体の意味カ当専られるか否かに着目する分類方法。

例：（意味合成可能単語、すなわち、それぞれの

意味を合成することで全体の意味が得られ

る単語〉

「ム藍畳室」、 「藍送堕固J、 「量経法室」
例：（意味合成不可能単語、すなわち、それぞれ

の意味を合成しでも全体の意味が得られな

い単語〉

「直崖玄握」、 「企業行動憲章」、

「関税貿易一般協定」

2-2-3.第三種の未完語

【第三種の未知語の定義】 単語の構成要素として、

単語辞書に登録されていないものが含まれるもの。

第三種の未知語も以下のように下位分類すること

ができる。未知語の例とともに示す。

(1）辞書にない単語構成要素（強調文字で表記）を

部分的に含む単語

例：「 IPアドレス」

「トラブル・シューティング」、

(2）単語構成要素すべてが辞書にない単語

例：「ボリス・パンキン」

「インターネット」

(3）その他

例：（省略により第三種の未知語となるもの〉

「Z蓋島」 （フォークランド諸島のこと）

「医玄」 （大阪大学のこと）

2-3.未知語躯理の定義

“自然言語処理”という用語は、自然言語の理解

と生成との両面を指すのに用いられるのと同様に、

“未知語処理”も、未知語の理解と生成とを一般に

は指すが、本稿では、理解の側面のみに着目し、未

知語処理を、未知語の検出、内部構造推定、意味推

定の3段階に大別する。

3.各種未知語の処理方法

機械による自然言語処理の場合には、上述した種

々の未知語に対して、一般には様々な処理方法が有

り得る［3］。以下では、本研究で試作したシステムに

おいて、動作を確認した部分に関連するものに重点

を置いて述べる。

3-1.未知語の検出（各種の未知暗に共通）

本研究で作成したシステムでの未知暗の検出は、

原則的には、入力文の統語解析処理の枠組みにおけ

る下記の処理によって行われる。

①入力文から文字列を切出し単語候補とする。

②単語候補に関して辞書検索する。
③辞書に載っていれば既知語であり、未知語の検出

は不成功裏に終了する。
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④辞書に載っていなければ未知語候補とみなす。

⑤未知語候補の内部構造を調べ品詞を推定する。

⑥品詞推定に失敗する場合には、処習:Dへ飛ぶ。

⑦推定した品詞が統語解析に矛盾を生じさせなけれ

ば、統語解析は成功裏に終了し、その結果、推定

が妥当であるとともに、当該の未知諾候補は真の

未知語であると確認され、未知語検出は終了する。

⑧推定した品詞が統語解析に矛盾を生じさせるなら

ば、統語規則に基づき、他の品詞の可能性も調べ、

その可能↑生があれば処理⑤へ、なければ入力文か

ら新たな文字列を切出して処理②へ飛ぶ。

なお、上述の内部構造推定処理は、各種の未知語

あるいは品詞毎に異なる。

3-2.第一種の未知語の処理

第一種の未知語は、すべての可能な表記を予め辞

書に登録することにより処理するか、未知語が出現

する度毎に辞書項目に記載されている形（表記）を推

定し処理する方法とがある。これらは、出現頻度や

未知語処理の処理量との兼ね合いを考慮して最終的

に決定することが必要であるが［15］、本研究では、

すべての異表記を予め網羅的に知ることが一般には

不可能であること、また、単語辞書が不用意に増大

しないようにとの配慮から、辞書項目の表記を推定

し、異表記同士の文字列照合を行う方式を採用した。

筆者は既に、図1に示す多重照合方式を提案し、

C言語によりそのシステムを作成し、基本的有効性

を確認しているが［16］、本研究のシステムには、現

在、片仮名照合部分のみインプリメントされているo

具体的には、片仮名文字列における部分文字列の書

換え機能が実装されており、例えば、 「イタリヤ」

を「イタリア」と書換え辞書検索することができる。

以下、図1の用語について簡単に説明をするが、

詳しくは、参考文献［16］を参照されたい。

－諸白照合：単語の辞書表記をキーとする検索方法0

・読み照合：単語の読み（実際のシステムでは、平

仮名表記）をキーとする辞書検索方法。

－普通照合：表記照合と読み照合の総称名。

・大小文字照合：片仮名表記における片仮名小文字

と大文字とを同一視して辞書検索する方法。

－長音記号照合：片仮名表記における長音記号の有

無を無視して辞書検索する方法。

－外来語照合：外来語の表記の場合に生じるゆれと

して、上記の大文字小文字と長音記号以外にも、

「ヴァ」と「パJ、「ヴィ」と「ピ」等がある。

これらの異表記を同一視して辞書検索する方法。

・片仮名照合：上記、大小文字照合、長音記号照合、

外来語照合の総称名。

－外国語文字照合：現代目指苦の場合、文章中に英

語等の外国文字単語が現れることがある。このよ

うな異表記に対応するために、外国文字単語（外

国語単語〉を、対訳辞書を用いて、日持苦の単語

に変換し辞書検索を行う方法。

－送り仮名照合：送り仮名のゆれによる異表記を同

一視して辞書検索する方法。

－混ぜ書き照合：漢字と平仮名の混ぜ書きによる異

表記を同一視して辞書検索する方法。

－多重照合：上記すべての照合方法の総称名。

3-3.第二種の未知語の処理

第二種の未知語の処理では検出の他に、内部構造

の推定と意味推定とを行う。以下では、まず、これ

らの処理に必要な知識を概観した後に、本研究で採

用した第二種の未知語の処理方法とそのインプリメ

ント方法について述べる。

3-3-1.未貿信の意味推定に関連する先鼠［17]
未知語の意味を推定するためには、種々の知識を

必要とする。以下に、そのための知識を列挙する。

まず知識は、 「言語に関する知識」・「発話行為に

関する知識」・「発話内容に関する知識」・「発話

者に関する知識」の4つに大きく分類される。

「言語に関する知識」とは、媒体としての言語自

信に関する知識のことである。また、言語は、語嚢

や文法規則が相互に密接に関係し合って構築されて

いるという体系(langue）としての側面を有するとと

もに、個々の具体的発話として現れた諸例（parole)
の側面をも持つ。具体的には、体系としての知識と

普通照合一「表記照合
L 読み照合

多重照合 片仮名照合「一大小文字照合
ト長音記号照合
」外来語照合

外国語文字照合
送り仮名照合

混ぜ書き照合

図1.多重照合の種類
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しては、文字セット・文法（統語規則〉・各単語の

用法等があり、一方、具体的諸例に関する知識とし

ては、用語や文等に関する用例がある。

「発話行為に関する知識」とは、発話の目的・意

図に応じて、その目的・意図を達成するための発話

計画・方略に関する知識のことである。これはいわ

ゆるコミュニケーション〈意思疎通）のノウハウに

関するものであり、発話の相手（大人か子供か、専

門知識を持っている人か、聴く意志のある人か等）

・発話の形態（直接対面、電話、手紙等）などに応

じて、伝達したい内容をどの様に整理し、どの様な

順番で、どの様な用語・表現を用いれば、より効率

的・正確な意思疎通を行ない得るのか、に関する知

識のことである。

「発話内容に関する知識」とは、発話により述べ

られる事実に関する知識のことであり、専門的知識

（百科事典的知識）・背景的知識（個別的出来事に

関する知識）・常識等がある。

「発話者に関する知識」は、具体的な発話状況に

おいて、発話の際の主体者（発話者と聴き手）自体

に関する知識のことであり、上記の発話に関する知

識を実際に運用する際に利用されるべきものである。

上述の内容をまとめたものを下図に示す。

①言語に関する知識：

－体系としての言語に関する知識

（文字・文法・用法等）

・事例（用例）としての言語の知識

（用語・例文等）

②発話行為に関する知識：

・コミュニケーション行為のノウハウに

関する知識

③発話内容に関する賀誠：

・情報伝達媒体としての言語により伝達される

情報・知識自体の内容に関する知識

（対象に関する知識・専門的知識・世界に関

する知識・背景的知識等）

④発話状況に関する知識：

－具体的発話者の特性等

図2.未先話の意味推定に関連する知識

未知語の処理を行うためには、このように様々な

知識を必要とするが、筆者らは、現在のところ、ま

ず上記①の言語に関する知識のみに着目する処理方

法に重点をおき、規則に基づく処理方法と、用例か

らの類推に基づく処理方法とを取り上げて研究を行

っている［18-25］。本研究で作成したシステムでは、

そのうち規則に基づく処理が現在組込まれている。

3-3-2.規則に基づく処理方法［18-20. 23-25] 

第二種の未知語の多くはいわゆる複合語であるこ

と、また、筆者の行った語嚢調査では［3］、未知語の

多くは単語構成要素が2個の第二種未知語であるこ

とから、本研究では、まず単語構成要素が2個の未

知複合語に処理対象を限定してシステムを作成した。

このシステムでは、単語構成要素閣の関係を規則化

することにより、未知語の内部構造と意味とを推定

する。

(1）語内文法

従来の文法（文文法）を参考にして、単語構成要

素とそれらの相互関係を分析し、表層レベルと深層

レベルの2層の形式で整理した。

①表層レベル： このレベルでの単語カテゴリとし

て、名詞的要素、動詞的要素、形容詞的要素、副詞

的要素の4つを設定し、このうち、名詞的要素と動

詞的要素を中心的に分析、整理した。最終的にイン

プリメントした規則は以下の通りであり、プログラ

ミング言語prologにより記述されている。

表層構造関係（名詞的要素， 動詞的要素）．

表層構造関係（動詞的要素． 動詞的要素）．

表層構造関係（形容詞的要素，名詞的要素）．

表層構造関係（副詞的要素， 動詞的要素）．

表層構造関係（名詞的要素， 名詞的要素）．

図3.表層構造に関する規則の例

②深層レベル： 動詞的要素とその他の要素との意

味的関係に着目し、まず後者に対して、深層格と意

味カテゴリとを設定した。また、動詞的要素に対し

ては、意味カテゴリと意味パタンとを設定した。な

お、意味カテゴリとは、単語構成要素の担う意味の

分類カテゴリのことであり、意味パタンとは、動詞

的要素に関わる（格文法の意味での）意味構造のこ

とである。以下に、深層格と動調的要素の意味カテ

ゴリを列挙する。

・深層格：動作格、対象格、源泉格、目的格、

経験者格、受け手格、関係格、受益格、

道具格、方法格、役割格、比較格、

程度格、場所格、時間格、期間格、

原因格、結果格、手段格、目的格、

条件格、内容格、範囲格（23個）

－動詞的要素の意味カテゴリ：存在、属性、占有、

関係、知覚状態、感情状態、自然現象、

物理的遷移、占有遷移、属性移動、

身体動作、生産、社会動作、精神遷移、

知覚動作、感情動作、思考動作(17個）

これらの整理された知識をもとに、次頁の図4と

図5とに示すような規則をインプリメントした。
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深層構造関係（表記（Elementl），品詞（Cat1). 
意味（Meaningl).表記（Element2),
品詞（Cat2），意味（Meaning2),
深層構造（Deep_str）.総合的意味（M))

Catl ＝名詞的要素， Cat2 ＝動詞的要素，

動詞パタン（動詞的概念（Element2),
動作主格（Elementl)). 

Deep_str ＝動詞パタン（動詞的概念、

(Element2），動作主格（Elemen tl)), 
M = [Meaningl,が， Meaning2，する］.

図＇・深層構造に際する規則の例

動詞パタン（動詞的概念（旅行），動作主格（Agnt))
：ー人間（Agnt).

動詞パタン（動詞的概念（旅行），場所格（Plc))
：ー場所（Plc）：建造物（Plc).

動詞パタン（動詞的概念（旅行），時間格（Time))

：ー時間（Time).

動詞パタン（動詞的概念（旅行），道具格(Instr))
：ーあ重手段(Instr).

図5.動詞的要素の意味パタンの例

(2）単語構成要素辞書

単語構成要素は多くの場合、単独で単語となり得

るので、単語辞書で兼用することも可能であるが、

単語と単語構成要素とを明確に区別して取り扱うた

めに、便宜上、単語構成要素は単語構成要素辞書に

分離記述した。なお、単語構成要素は現在のところ、

6 9個登録されている。

登録要素（表記（烏）．品詞（名詞的要素），

意味（カラス））．

登録要素（表記（烏），品詞（形容詞的要素），

意味（カラスのような））．

登録要素（表記（見学）．品詞（動調的要素）．

意味（実地に見て知識をひろくする

（見学する〉こと））．

登録要素（表記（見学），品詞（名詞的要素）．

意味（見学））．

登録要素（表記（方式），品詞（名詞的要素），

意味（やり方））．

登録要素（表記（30日），品詞（名詞的要素），

意味（30日））．

登録要素（表記（小），品詞（形容詞的要素），

意味（小さな））．

図6.登録した単語構成要素の例
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3-4.第三種の未知語

入力文から切り出される文字列は、先にも述べた

ように、まず、単語辞書に登録されているか調べら

れ、登録されていれば既知語として処理され、もし、

登録されていなければ、未知語候補として処理され

る。この際、未知語候補は、まず、第二種のものと

仮定されて処理が続行され、処理に矛盾が生じた場

合には、第一種の未知語として処理される。さらに

矛盾が生じた場合には、第三種として処理する。な

お、この仮定にも矛盾が生じた場合には、切り出さ

れた文字列は単語ではないと判断する。

4 未知語種得システム

4-1. システムの極悪

上述した未知語処理方法を統合し、未知語を獲得

するシステムを、 DEC製ノート型パーソナルコンビ

ュータDigitalHiNote CT475 （主記憶20MB、ハード

ディスク350MB）上に、 Arity/Prolog (Version 5. 1, 

ライフボート社製〉を用いてインプリメントし、以

下の処理モジュールと知識ベースからなる。

A.処理モジュール

．主処理モジュール部

．テキスト入力モジュール部

．統語解析モジュール部

－第一種未知苦処理モジュール部

．第二種未知語処理モジュール部

．第三種未知語処理モジュール部

．単語獲得モジュール部

－補助関数モジュール部

（これら全体で約2,4 0 0行）

B.知識ベース

－単語構成要素データベース

．単語辞書データベース

・造語規則データベース

．統語規則データベース

4-2.処理の流れの班要

本システムの処理の流れの概要を次頁の図7に示

す。処理制御の流れは、 prologシステムに依存して

おり、トップダウン的に処理する。以下に図7に準

じてアルゴリズムの概略を述べる。

①テキスト読込み： 漢字仮名交じりべた書きの日

本語文を、文字列としてキーボードから読込む。

②文リスト構築： 誌さまれた文字列を文字毎に分

解しリスト構造の形式に変換する。変換結果を以

下、文リストと呼ぶ。

③文法による先頭単語品詞の推定： 文法（統語規

員I］）を参照しながら、文リストの先頭に位置する

単語の品詞を、トップダウンに推定する。

ハU0
0
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（不正入力）テキスト読込み

（当該処理部のパグ〉文リスト構築

文法による先頭

単語品調の推定 （非文）

未知語の登録

解析結果出力 （当該処理部のノすグ）

くく注〉〉 一一＝惨： 処理成功時の流れ

--...: 処理失敗時の流れ

＃： 未知語処理のモジュール部分

図7.未知語獲得システムの処理の流れの概要

④弘幸候補切出し： 文リストの先頭側から単語候

補として、部分リストを切出す。

⑤辞書検索： 単語候補としての部分リストが、辞

書に登録されているか検索する。検索に成功すれ

ば、これは未知語ではなく、処理は⑨に移る。検

索に失敗する場合は、これを未知語候補とみなし、

処理は次の⑥へ移る。

⑥第二種の処理： 未知語候補が、第二種の未知語

かどうか調べる。第二種の未知語とみなし得る場

合には、処理は⑨へ、そうでなければ⑦へ移る。

⑦第一種の処理： 未知語候補が、第一種の未知語

かどうか調べる。第一種の未知語とみなし得る場

合には、処理は⑨へ、そうでなければ⑧へ移る。

⑧第三種の処理： 未知語候補が、第三種の未知語

かと、うか調べる。第三種の未知語とみなし得る場

合には、処理は⑨へ、そうでなければ④へ移る。

なお、上記⑥～⑧が未知語処理の中核部分である。

⑨文リストからの先頭単語の即除： 文リストの先

頭に位置する単語を削除し、残りのリストを新た

な文リストとする。

⑩処狸完了の事淀： 文リストが空リストか調べる。

空リストならば、街苦解析の処理は完了している

ので⑪へ、そうでなければ③へ移る。

。未知語の登録： 街苦解析の際に、未知語が検出

されていれば、推定品詞等の情報も統合して、新

たな辞書項目として辞書に登録する。

⑫解析結果出力： 統語解析結果をテーィスプレイ上

に表示する。

4-3.動作例

例えば、 “イタリヤ” （第一種の未知語）、 “見

学旅行” （第二種の未知語）、 “シェーンな” （第

三種の未知語）を含む文として、 「シェーンなイタ

リヤの見学旅行に行った」を入力すると出力として、

『文（主部（名詞句（名調句no（連体詞（プチな，第三

種未知語），名詞句（名詞（第一種未知語（名詞（イ

タリア）））、助詞（の）））．名詞句（未知複合語（見

学旅行）、助詞（に）））），述部（動詞句（動詞（行く）

）））』

が表示される。この例では、統語規則の知識ととも

に、 “シェーンな”が連体詞の語尾「な」を持って

いること等から連体詞と推定され、 “イタリヤ”が

“イタリア”の異表記単語として照合され、さらに、

“見学旅行”は“見学”と“旅行”が複合語の構成

要素になり得るとの知識および造語規則から、第二

種の未知語と推定されている。

5.その他のユーティリティ

上述した未知語獲得システムを実際に辞書データ

ベースのために稼働させるためには、単語辞書と統

語規則とを充実させる必要があるo本研究では、そ

のために、以下のようなユーティリティを作成した。

5-1.単語辞書作成のためのユーティリティ

CD-ROMに格納された広辞苑（第4版）のデータを

素材として、 prologプログラム形式の単語辞書を作

成するユーティリティを作成した。記述言語は、文

字列操作言語jgawkである。なお、処理の一部は、テ

キストエディタVZ(Version 1. 6）の文字列検索・置換

機能を用いており、現在単語辞書には約6万単語が

登録されている。

1
1ム

0
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5-2.銃語規則作成のためのユーティリティ

光学的文字読取り装置（OCR.Optical Character 

Reader）により電子化した単文（「スペイン語基本文

2000」，大学書林）を、テキストエディタvzを利用

して、手作業により単位切りおよび品詞情報のタグ

付けを行い、そのタグ付きテキストから品詞列情報

およびprolog形式の統語規則を自動抽出することの

できるユーティリティを作成した。記述に使用した

言語は、 jgawkである。現在、これらを利用して統語

規則作成のための基礎的資料を蓄積・分析中である。

6.主主旦基
本稿では、辞書データベースのための未知語獲得

システムの概要とその試作結果および、単語辞書・

統語規則作成用ユーティリティについて述べた。

なお、本研究の一部は、文部省科学研究費補助金

試験研究（B)(1) （課題番号： 07558274，研究代表者

藤崎博也〉により行われた。
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